




要約:極低出生体重児78 例を含む新生児 213 例を対象に、重回帰分析より作成した成熱度

判定の予測式(予測在胎週数=0.579×(頭囲 cm) － 0.415×(右上腕周囲長 cm) － 0.019×

(Square window angle)＋ 0.413× (Posture)＋ 0.418× (Armrecoil)＋ 0.650× (Scarf

sign)+0.520×(Laungo)＋0.581×(Planter surface)＋0.772×(Eye/ear)＋13.526)の信頼

性およぴ母体ステロイド投与の成熱度に及ぼす影響についても検討した。New Ballard

Score より簡便な予測式による在胎週数の評価は、 New Ballard Score と同程度に信頼性

の高い成熟度判定法であることが確認された。また母体へのステロイド投与は成熱度判定

に影響を及ぼさないことが明らかとなった。今後は多胎児を対象として成熱度判定の予測

式の信頼性について検討する必要がある。


